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★感染症対策のため、講演などを中止・変更する場合があります

　区内の公園や緑道、道路緑地などには約2,200本の桜があり、春に
なるとかれんな花を咲かせて、私たちを楽しませてくれます。しかし、
老齢化や環境の変化による樹勢の低下が懸念されており、保護や植え
替えなどが必要です。
　目黒のサクラ基金は、皆さんから寄付を寄せていただき、桜の保全
事業に活用するものです。1万円以上の寄付をいただいたかたに、記
念品（右下写真）を贈呈しています（区外在住者はふるさと納税で返礼
品を希望されていない場合のみ）。
　総合庁舎本館6階みどり土木政策課のほか、ふるさと納税申し込み
サイト「ふるさとチョイス」「ふるさとパレット」で受け付けています。
詳細は区Ｈ（コード❶）をご覧いただくか、お問い合わせください。

問みどり土木政策課施設計画係（☎５７22－９７4５、F３７９2－2112）

目黒の桜を後世へ残すために

目黒のサクラ基金への
寄付を受け付けています

▲�桜の伐採材を使って
製作した記念品
「サクラストラップ」

　春の開花期間には、多くの花見客が訪れて大変な賑わいとなってい
ます。一方で、道路上の安全面、飲酒等による夜間の騒音問題など近
隣住民のかたの生活にさまざまな問題が生じています。
マナーを守り桜を見ましょう。

問�産業経済・消費生
活課商店街振興係
（☎５７22－９881、
F５７22－９16９）

めぐろのめぐろの桜桜
ｗｉｔｈ コロナｗｉｔｈ コロナ
ｋｅｅｐ グッドマナーｋｅｅｐ グッドマナー

　桜の時期、中目黒駅周辺は大変混雑します。特に子ども連れの
かたや高齢のかたなどは、ご注意ください。なお、目黒川へは、
代官山駅や池尻大橋駅、目黒駅、不動前駅からも行くことができ
ます。分散化にご協力ください。

中目黒駅周辺は、大変混み合います

桜を見るときの９つのお願い
⃝�立ち止まらず、一方通行で進んでください
⃝�近隣のかたに迷惑をかけるような大きな声や音は出さないでください
⃝�路上での飲酒や食べ歩きは極力控えてください
⃝�ごみは、お持ち帰りください
⃝�指定された場所以外での喫煙はしないでください
⃝�シートなどでの場所取り、宴会は禁止です
⃝�川の中や植え込みには立ち入らないでください
⃝�トイレは、指定の場所を利用してください
⃝�ぼんぼり・ライトアップ消灯後（20時以降）のお花見はご遠慮くだ
さい

❶

　目黒区在住。同会発足当時か
ら、事務局長として目黒川を豊
かな生活環境にするため活動し
ている。

プロフィール 　目黒区在住。株式会社ウオツネ代表取締役。目黒川
を豊かな生活環境にする会に所属後、平成29年に目
黒川上中流の会を立ち上げ、事務局長として活動する
ほか、中目黒駅前商店街振興組合副理事長、中目黒駅
周辺地区エリアマネジメント代表理事なども務める。

プロフィール
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目黒川を豊かな生活環境
にする会事務局長
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3・11直後の川には、灯火をつけないぼんぼり
が並んだ
　「2011年の東日本大震災は、ちょうどぼんぼり
のライトアップイベントの直前でした。計画停電な
どもあったことから、皆さんから集めたぼんぼりに
は、哀悼の気持ちを込め、灯火はつけずに桜に飾り
ました。電気代は皆さんと話し合い、被災地に寄付
をさせていただきました。私の中で、とても心に残
っている出来事です」と、阿部さんは当時のポスタ
ーを見せながら語ってくれた。「あの時は、世の中
が自粛ムードでした。でも、桜はいつも通りにきれ
いに咲いていましたね」と柏井さん。

「鳥が舞い、魚が泳ぐ、目黒川」にしていくために
　「目黒川を豊かな生活環境にする会が発足したのは
1９７6年。以前は豊かな水が流れた目黒川も、都市化
が進み、汚れた川になっていました。そんな目黒川を
きれいにしたいと『鳥が舞い、魚が泳ぐ、目黒川』を
合言葉に、当時会長だった柳沢さんとボランティアで
活動を続けてきました」と阿部さん。さらに、「きれ
いな川を維持するため、きれいな川を見ていただくた
め、さまざまな活動を行ってきました。年に３回行う
目黒川クリーンアップ大作戦という活動もしていて、
多い時では３00人ほどが、沿道の掃除に参加されてい
ます。３月は、田道小学校の4年生７９人をはじめ、町会、
企業など地域のかたが参加する予定です」と続ける。

▲��季節や時間
によってさ
まざまな表
情を見せる
目黒川

桜を植えるきっかけになった目黒川の氾濫
　「目黒川には昔から、小さかったですが桜が咲いて
ました。でも、1９82年に目黒川で氾濫が起こり、他
の地域に移植していました。護岸工事が終了したとき、
桜を戻したい、たくさんの桜を植えて、みんなに見て
もらいたいと、今の桜並木はできたんです」と柏井さ
ん。阿部さんも「皆さんには目黒川の立派な橋と桜並
木をセットで見てもらいたいです。毎年ぼんぼりでラ
イトアップしている桜もありますが、きっかけは幼木
の桜にエールを送るためだったんですよ」と続ける。

目黒川を隅々まで楽しんでもらいたい
　柏井さんは「目黒区にとって目黒川は貴重な財産・
資源です。川の付近には住んでいる人も、商売をし
ている人もいます。今年は３年ぶりに桜のイベント
も開催されるため、多くの人が訪れます。日本を代
表する花見の名所となった目黒川の桜とぼんぼりを、
みんなで安全に楽しんでもらいたいです」と思いを
語る。
　阿部さんも「商店がある上・中流はぼんぼりで、
下流では大木になった桜でおもてなしをします。都
市の貴重な水辺である目黒川の春で、魚や鳥たちに
もぜひ出会ってください」と語った。


